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う学校には慣

入学おめでとう

内集小学校で

入学式

れましたか？

4月8日、町内各小学校で入学式が行われました。写

真は、42人が入学した広瀬小学校。新一年生の皆さんは、

新しい出会いと希望に胸をときめかせながら、小学校生

活のスタートを切りました。新一年生の皆さん、入学お

めでとうございます。早く学校に慣れて、お友たちをた

くさんつくってくださいね。



歳入の内訳 �薗㌔会計59億9565万5千円 
町税　　　　　　16億6653万円　財産収入　　　　　　　6853万円 

地方交付税　14億5520万円自動革取得税交付金　5500万円 繰入金　　9億6170万円繰越金　　　5000万円 �歳入とは、1年間に町に入るお金、収入のこと 

国庫支出金　　　　6億527万円　ゴルフ場利用税交付金　5000万円 �です。歳入は、皆さんが納める住民税や固定資産 

町債　　　　　　　4億6770万円　諸収入　　　　　　　　4222万円 �税といった町税など、町でまかなう自主財務と、 

県支出金　　　　　2億3731万円　利子割交付金　　　　　4000万円 �地方交付税や国や県から交付される支出金、町の 

地方譲与税　1億2000万円交通安全対策特別交付金300万円 分担金及び負担金　9976万円特別地方消費税交付金　20万円 �借金である町億など国や県の財源に頼る依存財源 

とがあります。 
使用料及び手数料　　　7323万円 

その他　職恐 14．0％ �戟雪一般会計59億9565万5千円 

町僚　　　　　　　　　　　　錫．鱗 
7．8％ 

哲冨18園田 �歳出とは、1年間に町が使うお金、支出のこと 
繰入金　　　　　　　　24・3％ �です。町づくりの一環として、各艇股の整億や展 

16．0％　地方交付税 �業振興事案に使われます。それら使われる目的に 
／ 一一一‾ �よって、繕務費や農林水産業費、土木費など14項 

目に分けられます。 

繋翳 

十　特老　‾‾‾　特学　五　特遠　‾　貸住　十　時園　　　丁へ九 IL 優 子 �茄人 ∠ゝ �垂 �尉衰 A �干 �尉賀 ∠ゝ日周争 �手 �付宅 �億 �競民 ，あ． �擬詐 十 しに’十）9 J雷撃程6 語嵩高 
云保 計健 �′ヽ 千 �本給 計食 �九 百 �暮雪豆豆 計園 �八 百 �事新 薬築 �ハ 千 �再健 計康 

官 ��百 � �七 � �九 �、資 �四 � 
九 ± 秀 ��六 十 互 �業 �十 八 万 千 円 �業 �十 四 万 千 円 �別金 会等 計 �± �険 事 

を �業 
九 千 円 ��千 円 ������千 円 

〆「

平
成
8
年
度
の

！
1
－
ま
ち
づ
く
り

平
成
8
年
度
予
算
（
一
般
会
計
）

5
9
億
9
5
6
5
万
5
千
円

平
成
8
年
度
の
予
算
が
3
月
議
会
で

決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
予
算
総

額
は
五
十
九
億
九
千
五
百
六
十
五
万
五

千
円
　
（
一
般
会
計
）
　
と
な
り
、
前
年
度

に
比
べ
十
・
八
八
％
、
金
額
に
し
て
五

億
八
千
八
百
十
四
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
収
入
は
、
町
の
振

興
や
、
福
祉
事
業
、
交
流
事
業
な
ど
自

然
と
調
和
し
た
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
た

様
々
な
事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

町
の
歳
入
は
、
町
税
や
使
用
料
・
手

数
料
な
ど
町
が
自
ら
確
保
で
き
る
自
主

財
源
と
地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の

支
出
金
、
町
債
　
（
借
入
金
）
　
な
ど
他
か

ら
確
保
す
る
依
存
財
源
と
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
依
存
財
源
の

比
率
が
五
十
・
六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
中
で
、
殿
も
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
る
の
が
町
税
で
す
。
前
年
度

よ
り
八
・
〇
％
増
の
十
六
億
六
千
六
百

五
十
二
万
八
千
円
の
収
入
と
な
っ
て
い

ま
す
。
町
税
に
は
主
な
も
の
と
し
て
、

町
民
税
　
（
個
人
・
法
人
）
　
と
固
定
資
産

税
が
あ
り
、
こ
の
2
つ
で
町
税
全
体
の

九
十
三
・
七
％
を
占
め
ま
す
。

町
税
と
並
び
、
大
き
な
収
入
源
と

な
っ
て
い
る
の
が
地
方
交
付
税
で
、
こ

れ
は
国
が
徴
収
し
た
税
金
の
一
部
を
市

町
村
へ
交
付
す
る
お
金
で
す
。
今
年
度

は
、
前
年
度
に
比
べ
十
・
一
％
減
の
十

四
億
五
千
五
百
二
十
万
四
千
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
財
源
の
不
足
を
補
う
た

め
に
貯
金
に
当
た
る
財
政
調
整
基
金
な

ど
を
取
り
崩
し
て
、
九
億
六
千
百
六
十

九
万
五
千
円
繰
り
入
れ
　
（
繰
入
金
）
　
て

収
入
を
補
い
ま
す
。

ま
た
、
町
が
国
や
銀
行
か
ら
お
金
を

借
り
入
れ
る
町
億
は
、
昨
年
に
比
べ
る

と
八
十
八
・
七
％
増
の
四
億
六
千
七
百

七
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
か
ら
町
に
交
付
さ
れ
る
国
庫
支
出

金
は
、
六
億
五
百
二
十
七
万
四
千
円
で
、

昨
年
に
比
べ
三
・
五
％
減
、
金
額
に
し

て
二
千
百
八
十
三
万
六
千
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。



圏土木費圏
住宅地区改良事業費

道路維持修理費

用悪水路維持費

街路事業費

交通安全施設整備事業費

公園要

因民生受容
社会福祉総務費

老人福祉費

児童福祉費

ふれあいの里事業費

障害福祉費

国民年金事務取扱費

街灯費

営教育費営
中学校大規模改造事業費

歴史自然公園整備事業費

文化ふれあい事業受

賞衛生費臆
老人保健事業費

環境衛生費

3億8686万円

1億3386万2000円

8224万7000円

1億3567万3000円

1億1562万7000円

2億2095万2000円

2億6944万1000円

3億2884万円

2億7849万円

4964万6000円

1944万円

1610万2000円

570万4000円

1億5004万6000円

8178万5000円

559万6000円

2815万7000円

1333万2000円

歳出の内訳 
土木費　　14億8219万円　　　農林水産業費1億4994万円 

民生費　　11億3794万円　　　議会費　　　1億1714万円 

総務費　　11億2650万円　　　予備費　　　　　　2000万円 

教育費　　　9億608万円　　　労働費　　　　　1868万円 

公債費　　　4億4866万円　　　商工費　　　　　1399万円 

衛生費　　　3億4864万円　　　災害復旧費　　　　200万円 

消防費2億2389万円 　経費そ詑糞恭欝 

公債受・8％　　　　　　総紹 
7・5％　“．〇m／ 

教育寅1臆漢毘－ 
15．1％／　　　　　　廣餐 

tl⑭㊥務 
総務費18．8％ 
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活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る

新
・
生
活
都
市

今
年
度
の
歳
出
の
う
ち
、
最
も
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
る
の
が
土
木
費

で
、
十
四
億
八
千
二
百
十
九
万
三
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
に
続
き
、
道

路
維
持
修
理
費
や
整
備
費
、
住
宅
地
区

改
良
事
業
乾
等
の
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
土
木
費
に
次
い
で
大
き
な
割
合

を
占
め
る
民
生
費
は
、
「
ふ
れ
あ
い
の

里
」
事
業
・
管
理
費
や
「
高
齢
者
福
祉
」

「
障
害
者
福
祉
」
等
に
当
て
ら
れ
る
費

用
で
、
十
一
億
三
千
七
百
九
十
四
万
四

千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
識
会
費
は

議
員
の
報
酬
を
は
じ
め
議
会
の
運
営
に

必
要
な
経
費
で
す
。
健
康
づ
く
り
の
推

進
や
、
老
人
保
健
の
事
業
費
等
に
使
わ

れ
る
衛
生
饗
は
、
三
億
四
千
八
百
六
十

三
万
六
千
円
を
計
上
。
ま
た
衛
生
費
に

含
ま
れ
る
清
掃
費
は
、
二
億
四
千
四
百

三
十
九
万
九
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
〈
ら
し
の
中
で
排
出
さ
れ
る

ゴ
ミ
、
あ
る
い
は
危
険
物
の
収
集
の
経

費
に
当
て
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
小
中
学
校
の
施
設
整
備

等
に
当
て
ら
れ
る
教
育
費
に
は
九
億
六

百
七
万
九
千
円
、
農
業
振
興
や
水
利
施

設
管
理
な
ど
に
当
て
ら
れ
る
農
林
水
産

業
費
は
、
一
億
四
千
九
百
九
十
三
万
八

千
円
、
ま
た
借
入
金
の
返
済
に
当
て
る

公
債
費
は
、
四
億
四
千
八
百
六
十
六
万

二
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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大
切
な
倖
多
発
穎
穿
枚
か
ら
寄
ろ
う

秀

の

霧

ハ

レ

ー

ド

裳

4
月
6
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
春
の
交
通
安
全
運
動
」
に
合
わ
せ
て
、

4
月
5
日
に
、
役
場
前
広
場
で
、
折
尾
署
に
よ
る
交
通
安
全
パ
レ
ー

ド
出
発
式
が
あ
り
ま
し
た
。
折
尾
署
の
皆
さ
ん
は
交
通
事
故
防
止
活

動
推
進
要
請
文
を
よ
み
あ
げ
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
交
通
事

故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

劇
問
r
ふ
る
さ
と
孝
や
ら
、
げ
ん
か

超
替
調
で
公
務

3
月
2
4
日
に
遠
賀
町
民
体
育
館
で
、
劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
に

よ
る
、
カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
た

く
さ
ん
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
、
歌
と
踊
り
、
生
の
ハ
ン
ド
演
奏
に

よ
る
公
演
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
ぴ
り
オ
シ
ャ
V
を
節
食
姪
御
佐
固

形
の
ト
ン
ネ
ル
藩

満
開
の
桜
の
木
の
下
で
、
話
も
は
ず
む
。
　
－
　
写
真
は
4
月
1
0
日
、

総
合
運
動
公
園
の
北
部
約
三
百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
桜
並
木
の
下
で
お

花
見
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
の
ひ
と
コ
マ
で
す
。
皆
さ
ん
手
作
り
の
お
弁

当
を
持
ち
寄
っ
て
、
い
つ
も
よ
り
お
酒
も
す
す
ん
で
る
よ
う
す
。
今
ま

で
は
、
お
花
見
と
い
え
ば
す
ぐ
他
の
町
に
目
が
向
く
人
も
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
．
〟
灯
台
も
と
暗
し
〟
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
が
、

ほ
ろ
諾
い
気
分
の
皆
さ
ん
は
〓
く
ち
に
「
年
に
何
度
も
こ
の
公
園
は
利

用
し
て
い
る
の
に
、
こ
ん
な
に
見
事
な
桜
兼
木
が
あ
っ
た
な
ん
て
気
が

つ
か
な
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
来
年
は
、
皆
さ
ん
も
総

合
運
動
公
団
で
お
花
見
と
し
ゃ
れ
こ
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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園田口吻郎閻臨

グラウンドゴルフ大会
3月24日に、遠賀総合運動公園周辺道路でグラウント

ゴルフ大会が行われました。結果は次の通りです。

（敬称略）

◇団体の都1位二線友会1、2位二線友会2、3位＝

緑友会3

◇個人の部1位＝太田黒貞輝、2位＝山田久男、3位
＝熊谷重男

郡内少年柔道大会
3月24日に、岡垣町民武道館で郡内少年柔道大会が

行われました。結果は次のとおりです。

（町内分・敬称略）

？＿：〕：〇・
◇団体戦　優勝＝遠賀Aチーム、3位＝遠賀Bチーム

◇個人戦▽小学1年の都　債勝二入江正登、2位＝安藤雄
一郎▽小学3年の都　債勝二村田秀太郎、2位＝松田啓

悟▽小学4年の部　優勝＝松山博隆、2位＝船戸克也▽

小学5年の都　債勝二平田鷹司　3位＝瓜生哲朗▽小学

6年の都　債勝二高崎絃臣、2位＝山口芳広、3位＝柴

田恭一郎

せ　地　育　子　花 せ　虫　き　羊　あ �俳 句 �の目　薬朝　飲時　切池　あ今 町路　通あ　ま雨　れの　り日 �綾 歌 � �俳 短句 

ら埠踏のし 加結轟 ��包遣　えさ　ん隙　間面　接も みく　ぼを　とる　ゆ乱　は降 てわ　楽乗　気峠　淡し　しろ 

遵 箕 俳 奏 句 会 望 �時が　　し　に　　長　の　　き　し　　ず　し �含 雨古　　か采　　に　茶　　目　ぐ　　か　ぐ �ん 
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3
月
2
3
日
に
遠
賀
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
春
休
み
映
画
鑑

賞
会
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
に
上
映
さ
れ
た
の
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
長
編
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
最
新
作
の
　
「
ラ
イ
オ
ン
・
キ
ン
グ
」
。
会
場
に
は
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
訪
れ
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
映
画
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し

た。

デ
ィ
．
メ
一
／
1
磐
脚
r
に
チ
ビ
も
た
ち
直
義
び

秀
休
み
峡
預
鯵
醤
多
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さわやか人生

支え合って

〆

い
ま
　
豊
か
な
人
生
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
か

遠
賀
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
が
発
足
し
て
、
四
年
目

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
事
業
の
中
で
、
生
き
が
い
づ
く
り
・
生
涯

学
習
を
と
、
毎
年
、
い
く
つ
か
の
新
し
い
学
習
グ
ル
ー
プ
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
、
現
代
の
大
き
く
変
化
す
る
時
代
の
中
で
、
人
生

『
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
』
　
に
参
加
を
！

－
学
級
参
加
の
希
望
ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
ま
る
I

を
生
き
が
い
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
よ
り
豊
か
な
人
生
に
、

楽
し
い
人
生
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
豊
か
で
、
楽
し

い
人
生
に
す
る
た
め
の
方
法
は
、
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

一
つ
の
方
法
だ
け
で
な
く
、
い
く
つ
も
の
方
法
を
い
ろ
い
ろ
と

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
目
的
地
へ
向
か
う
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

昨
年
の
社
交
ダ
ン
ス
学
縄
＝
先
ず
は
、
ス
テ
ッ
プ
の
基
本
練
習

生
き
が
い
の
あ
る
、
豊
か
な
人
生
に
す

る
た
め
の
方
法
の
一
つ
が
、
こ
の
　
つ
い
き

い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
』
　
へ
の
参
加
と
い
え

ま
し
ょ
、
つ
。

3
月
の
広
報
「
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
で
　
－
　
『
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
言

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
I
I
I
と
、
皆
さ
ん
に
、

参
加
希
望
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
致
し

ま
し
た
。
多
く
の
方
の
ご
協
力
が
あ
り
、

そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、

昨
年
度
に
比
べ
て
、
や
や
多
か
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
希
望
さ
れ
る
学
習
項
目
が
多

く
に
分
か
れ
、
開
設
す
る
学
級
を
二
つ
か
、

三
つ
の
項
目
に
絞
る
こ
と
が
、
今
は
困
難

の
よ
う
で
す
。

最
も
希
望
の
多
か
っ
た
も
の
は
、
去
年

と
同
様
に
「
社
交
ダ
ン
ス
」
が
1
人
、
次

い
で
「
庭
木
の
手
入
れ
」
「
毛
筆
習
字
か

な
」
　
が
各
3
人
、
「
民
謡
」
「
カ
ラ
オ
ケ
」

「
ペ
ン
習
字
」
「
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
」
「
お

菓
子
づ
く
り
」
が
各
2
人
、
「
手
編
み
」

「
薄
付
け
」
「
華
道
」
「
伝
統
俳
句
」
「
ス

ポ
ー
ツ
全
般
」
「
盆
栽
」
「
趣
味
の
園
芸
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
1
人
と
続
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
、
学
級
を
開
設
す
る
た

め
に
は
、
も
う
少
し
の
同
じ
学
習
項
目
を

希
望
さ
れ
る
仲
間
の
皆
さ
ん
に
、
参
加
協

力
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
今
回
、
引
き
続
い
て
参

加
希
望
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
追
加
申
し
込
み

を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

希
望
さ
れ
た
前

記
1
5
の
学
習
項
目

の
中
で
、
ぜ
ひ
、

い
っ
し
ょ
に
生
き

が
い
づ
く
り
を
し

た
い
と
、
お
考
え

の
皆
さ
ん
は
、
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
、
ぜ
ひ
と
も

参
加
し
て
く
だ
さ

申
込
書
は
、
巾

「
参
加
希
望

ア
ン
ケ
ー
ト
」

追
加
申
し
込
み
受
付

央
公
民
館
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
記
入
さ

れ
て
、
5
月
2
5
日
　
（
土
）
　
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
＝
火
曜
日
－
土
曜
日
に
ど
う
ぞ
）

そ
の
結
果
で
、
「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い



－“学習なかま”との出会い－

鶉繭顛壇緩
IWANT朋El

▼：“Whatjuicedoyoulike？’’

命：‘‘Ilikecola．，，

▼：“Eh，〟．．What！？”

上の会話のどこに問題があるのでしょうか。

円本で、よくジュースという言葉を耳にし

ますが、これは、英語のJulCeとは異なります。

英語でjulCeといえば　フルーツでも野菜で

も100％か100％に近いものに限ります。

アメリカ人は、こういうことに天変うるさ

くて、アメl）カの法律でも決められているほ

どです。日本でよく見る70％とか、30％の

ジュースは、アメリカの法律上ではドリンク

（drlnk）と呼ばなくてはなりません。また、

アメリカ人は100％のオレンジジュースやアノ

プルジュースなどが大好きで、70％でも、お

子様ドリンクを飲んでいる感覚になってしま

います。日本で、たったの3％でも自慢気に

果汁3％ジュースとしっかりラベルに葺いて

いることがありますが、これを見て、当然に

笑う外国人が多い。分かるような気がします。

それでは、問題のコーラですが、もうお分

かりでしょう。コーラは、ジュースではあり

ません。外国でコーラをジュースと呼べば、

あまりのナンセンスにきっと笑われてしまう

でしょう。

「君は、面白いことを言うね」と。

∴羅紗：：
（口l〈－ト・マーフイ）

生涯学習のマスコット“マナとイー

あなたの生きがいづくり

生涯学習を応接します

息Åぬ皇n廊重岡生玉

金玉距怠業会意暮
青雲娼婦薯の嘗さん

急告O n「

譲器…
iり生いま地域で楽しい生きがい学溜‘まき　坐潤筆常が盛んですlI 

ミ　…紫整諜鵠警…警豊論談鱒°率いb 

蓋だい譲措薫蒸蒜蒸器 

総計∴綴／／ 

‾ヽ

学
級
」
　
の
開
設
を
す
ず
め
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
」
　
は
、
公

民
館
講
座
方
式
で
開
設
し
ま
す
。

参
加
料
は
、
無
料
で
す
。

1
0
回
の
学
習
が
修
了
し
た
後
は
、
皆
さ

ん
で
自
・
」
的
に
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
、
学

習
活
動
を
続
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

み
ん
な
で『

楽
し
い
学
級
』
　
に

星
さ
が
い
づ
く
り
・
生
粧
学
習
活
動

は
、
先
ず
、
楽
し
く
あ
っ
て
欲
し
い
も
の

◆
遠
賀
町
民
学
雷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

部
。
五
・
璽
∴
良

禽
　
：
鼠
∴
皇
∴
㊧

『
あ
な
た
の
生
き
が
い
づ
く
り

生
涯
学
習
を
応
接
し
ま
す
』

町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
四
十
一

人
の
有
志
指
導
者
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
掌
留

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
新
し
い
ポ
ス
タ
ー
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

生
き
が
い
づ
く
り
の
こ
相
談
は
、
お
気

軽
に
中
央
公
民
館
内
の
事
務
局
へ
と
う

そ
。
あ
な
た
の
稲
極
性
を
こ
の
事
薬
は
、

い
つ
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

寿
大
学
、
シ
ル
バ
ー
大
学
・

大
学
院
の
お
申
し
込
め
は
、

お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か
。

（
中
央
公
民
館
）



くらしの

固定資産税（1期）
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5月16日～5月31日

役場293－1234

事実魯民営

展示ロビーだより

●置示物日

か拡書道

●検悪賢6

5月24日（金）まで

ごみを焼却するとき

は、ご注意ください

ごみを焼却するときは、隣近所

の迷惑にならないように注意して

ください。とくに発砲スチロール

やビニールなどは焼却すると黒煙

や忠実が出ることがあります。お

隣の洗濯物に灰かついたり、煙が

近所の家の中まで入ったりしてい

ませんか？

これらのごみは、できるかぎり

燃えるごみとして収集日に出して

ください。どうしても焼却しなけ

ればいけない場合は、周りの人に

迷惑のかからないよう注意して焼

却してください。

9
か
月
児
健
康
診
蓋
が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
5
月
1
6
日
　
（
木
）
　
〔
受
付
I
I

午
後
1
時
1
0
分
～
1
時
4
0
分
〕

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
生
後
8
か
月
～
1
0
か
月
児

（
平
成
1
年
1
月
1
日
か
ら
9
月
0
0

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
児
）

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
測

定
、
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
健
康
診
査
察

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
桟

蓋
と
B
C
G
予
防
接
種

が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
▽
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

＝
5
月
2
9
日
　
（
水
）
　
▽
B
C
G
予
防

接
種
＝
5
月
3
1
日
　
（
金
）
　
へ
受
付
＝

午
後
1
時
1
0
分
～
1
時
0
0
分
／
接
種

＝
午
後
1
時
3
0
分
－
2
時
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
二
階

●
対
象
　
3
か
月
～
4
8
か
月
未
満
児

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

「
看
護
の
日
の
つ
と
い
」

は
参
加
し
ま
せ
ん
か

福
岡
県
で
は
、
「
看
護
の
心
を
、
み

ん
な
の
心
に
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

県
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
人
に
対
す
る
世

話
や
看
護
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
看
護
の
明
る
い
イ

メ
ー
ジ
づ
く
り
を
図
る
こ
と
に
よ
り
看

護
職
貝
等
の
就
業
を
促
進
し
、
活
力
あ

る
長
寿
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
「
看
護
の
日
の
つ
と
い
」

を
行
い
ま
す
。

●
と
き
　
5
月
1
2
日
　
（
日
）
　
午
後
1
時

～

4

時

●
と
こ
ろ
　
都
久
志
会
館

●
内
容
　
◇
看
護
職
員
知
事
表
彰
◇
ふ

れ
あ
い
看
護
体
験
発
表
◇
講
演
と
語

り
〝
車
椅
子
か
ら
語
り
か
け
る
〟
『
夢

と
希
望
と
生
き
る
こ
と
言
…
講
師
萩

生
田
千
津
子
さ
ん
（
女
優
・
語
り
部
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
保
健
環
境
部

医
療
指
導
課
看
護
指
導
係
　
℡
0
9

2
　
（
6
5
1
）
　
1
1
1
1
　
内
線
3

※
参
加
料
は
無
料
で
す
。

栄
養
相
談
日
を

開
設
し
ま
す

高
齢
化
社
会
の
到
来
に
と
も
な
い
、

住
民
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
は

複
雑
・
多
様
化
し
て
い
て
、
栄
糞
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
や
運
動
不
足
が
原
因
の
成

人
病
が
増
加
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
食
生
活
は
健
康
増
進
の
根
幹
と

な
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
多
様
化
又
は

憎
報
の
反
乱
に
よ
り
、
正
し
い
食
生
活

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
指
導
に
対
す
る

重
要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
保
健
所
に
お
け
る
食
生
活

改
酋
業
務
の
一
環
と
し
て
、
栄
糞
相
談

日
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
毎
月
第
4
木
曜
日
　
午
後
1

時
－
4
時
　
（
第
4
木
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
、
そ
の
月
は
休
み
で
す
。
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所
　
栄
饗
指
導

室
●
内
容
　
食
生
活
相
談
全
般

●
そ
の
他
　
前
日
ま
で
に
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
保
健
所

℡
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1

お
題
は
　
「
姿
」
・
平
成

9
年
歌
会
始
の
詠
進
歌

を
募
集

●
お
題
　
『
姿
」

●
詠
進
方
法

▽
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人
一
笛

と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▽
用
紙
は
半
紙
　
（
和
紙
）
　
を
使
い
、
毛

筆
で
白
語
し
て
く
た
さ
い
。
視
覚
障

害
の
方
は
、
点
字
で
詠
進
で
き
ま
す
。

病
気
や
身
体
障
害
の
た
め
自
書
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
他
人
が

代
筆
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の

場
合
に
は
、
別
の
紙
に
代
筆
の
理
由
、

代
筆
者
の
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
詠

進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

▽
半
紙
を
横
長
に
用
い
　
（
縦
約
二
十
四

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
約
三
十
二
．
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
、
右
半
分
に
お
題

と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
（
本
名
ふ
り
が
な
つ
き
）
、

生
年
月
日
、
職
業
を
縦
曹
さ
で
書
い

て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
　
9
月
0
0
日
　
（
当
日
消
印

有
効
）
　
ま
で
に
郵
送
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
あ
て
先
は
〒
脚
東
京
都

千
代
田
区
千
代
田
一
－
一
宮
内
庁

（
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
雷
き
添
え

て
く
だ
さ
い
。
）
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福
祉
キ
ャ
ン
プ
に
参
棚

し
ま
せ
ん
か

小
海
の
キ
ャ
ン
プ

●
と
き
　
7
月
2
3
日
（
火
）
～
2
6
日
（
金
）

三
泊
四
日

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家

「
玄
海
の
家
」
　
（
宗
像
郡
玄
海
町
大

字
神
海
字
新
川
先
）

●
対
象
　
県
内
の
小
学
校
3
年
生
か
ら

中
学
校
3
年
生
ま
で
の
在
宅
肢
体
不

自
由
児

●
定
貝
　
五
十
人

㈲
進
行
性
筋
萎
縮
症
児
の
キ
ャ
ン
プ

●
と
き
　
8
月
1
0
日
（
土
）
～
1
1
日
（
日
）

一
泊
二
日

●
と
こ
ろ
　
国
民
宿
舎
　
芥
屋
　
（
糸
島

郡
志
摩
町
芥
屋
）

●
対
象
　
県
内
の
進
行
性
筋
萎
縮
症
児

及
び
保
護
者

●
定
員
　
三
十
人

畑
山
の
キ
ャ
ン
プ

●
と
き
　
8
月
2
5
日
（
日
）
－
2
7
日
（
火
）

二
泊
三
日

●
と
こ
ろ
　
や
す
ら
ぎ
荘
（
朝
倉
郡
夜

須
町
大
字
三
ケ
山
）

●
対
象
　
県
内
の
小
学
校
3
年
生
か
ら

中
学
校
3
年
生
ま
で
の
在
宅
肢
体
不

自
由
児

●
定
員
　
三
十
人

※
海
・
山
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
高
校
生
で

も
状
況
に
よ
っ
て
参
加
可
能
な
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
間
　
5
月
1
4
日
　
（
火
）
－
6

月
1
日
　
（
金
）
　
ま
で

※
な
お
、
申
込
用
紙
は
、
5
月
1
0
日
（
金
）

以
降
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
肢
体
不
自
由

児
協
会
　
〔
県
障
害
福
祉
課
内
　
℡
0

9
2
　
（
6
5
1
）
　
1
1
1
1
内
線
2

7
7
5
又
は
、
千
代
仮
庁
舎
内
℡
0

9
2
　
（
6
4
1
）
　
1
9
1
3
〕

人
権
相
談
所
を

特
殺
し
ま
す

子
ど
も
の
人
権
問
題
は
、
依
然
と
し

て
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
特
に
「
い
じ

め
」
が
原
因
と
思
わ
れ
る
自
殺
事
件
が

相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
い
じ

め
」
　
の
実
態
も
陰
湿
、
執
よ
う
な
も
の

が
多
く
な
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
「
い
じ
め
」
は
、
そ

れ
を
行
う
子
ど
も
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
そ
れ
を
阻
止
し
な
い
人
、
見
逃
し

て
い
る
人
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
「
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ

う
　
「
い
じ
め
」
を
し
な
い
・
さ
せ
な

い
・
見
逃
さ
な
い
」
を
テ
ー
マ
に
特
段

人
権
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

●
と
き
　
5
月
2
1
日
　
（
火
）
　
午
後
1
時

5
0
分
－
4
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
茶
室

●
相
談
員
　
遠
賀
町
人
権
擁
護
委
員
の

原
田
清
和
さ
ん
、
山
中
清
さ
ん
、
福

岡
法
務
局
北
九
州
支
局
の
重
松
洋
佑

さ
ん
、
元
岡
達
哉
さ
ん

●
相
談
内
容
　
い
じ
め
、
不
登
校
の
人

権
問
題
の
他
、
家
庭
・
相
続
・
登

記
二
戸
第
・
金
銭
問
題
等

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
地
域
改
暫
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4
　
内
線
2

6

6

青
い
烏
郵
便
は
が
き
を

無
料
配
布
し
ま
す

●
対
象
者
　
重
度
の
身
体
障
害
者
・
児

（
一
級
又
は
二
級
）

●
受
付
期
間
　
5
月
3
1
日
　
（
金
）
　
ま
で

●
配
布
枝
敏
　
申
し
込
み
の
あ
っ
た
重

度
の
身
体
障
害
者
・
児
．
人
に
つ
き

二
十
枚

●
申
込
方
法
　
住
所
又
は
居
所
の
お
近

く
の
郵
便
局
に
身
体
陳
害
者
手
帳
を

提
示
し
、
所
定
の
用
紙
に
必
要
単
項

を
記
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
代
理
人
も
可
と
し
ま
す
。
）
用
紙
は
、

郵
便
局
、
福
祉
事
務
所
な
ど
の
窓
口

に
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、

郵
便
に
よ
っ
て
申
し
込
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。

●
配
付
の
方
法
　
こ
の
薬
聾
の
発
行
H

（
4
月
2
2
日
）
以
降
、
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
発
行
日
以
降
、
住
所
又
は
居

所
を
受
け
持
つ
集
配
郵
便
局
に
直
接

申
し
込
ま
れ
た
場
合
は
、
そ
の
郵
便

局
の
窓
口
で
配
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

防
衛
庁
職
員
採
用
試
験

が
あ
り
ま
す

●
受
験
資
格

▽
I
種
　
（
大
卒
程
度
）
　
昭
和
3
8
年
4
月

2
日
か
ら
昭
和
5
0
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

▽
Ⅱ
種
　
（
大
卒
程
度
）
　
次
の
各
号
の
一

に
該
当
す
る
人

用
昭
和
4
2
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
0
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

㈲
昭
和
5
0
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
短
期
大
学
又
は
嵩
等
専
門
学

校
を
卒
業
し
た
人
　
（
平
成
9
年
3
月

卒
業
見
込
み
可
）

開
聞
術
庁
が
㈲
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
た
人

●
試
験
日

▽
I
種
と
Ⅱ
種
　
（
事
務
系
）
　
6
月
5
0
日

（日）

▽
Ⅱ
種
（
技
術
系
）
　
6
月
2
9
日
（
土
）

※
詳
し
く
は
、
福
岡
防
衛
施
設
局
総
務

部
総
務
課
人
事
係
　
℡
0
9
2
　
（
4

1
2
）
　
2
3
2
1
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

国蘭－二一
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遠
賀
の
む
か
し

ぼ
な
し
（
八
諭
）

千
問
川
の
河
童
（
今
古
賀
）

む
か
し
む
か
し
、
今
古
賀
の
千
間
川

に
、
河
童
の
親
子
が
住
ん
で
お
り
ま
し

た。

い
た
ず
ら
も
の
の
子
河
童
は
、
い
つ

も
元
気
に
堤
や
草
む
ら
で
遊
ん
で
い
ま

した。そ
の
日
は
、
か
ら
り
と
晴
れ
た
上
天

気
で
、
空
に
は
一
点
の
雲
も
な
く
、
川

は
美
し
く
流
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
、
千
河
童
は
岸
辺
の
砂
っ
原
に
あ
が

り
、
村
の
人
達
が
り
つ
ば
に
育
て
た

キ
ュ
ウ
リ
や
そ
ら
豆
を
全
部
食
べ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
こ
に
、
子
供
達
が
通
り

か
か
り
、
そ
れ
を
見
た
子
河
童
は

「
ち
ょ
っ
と
い
た
ず
ら
し
て
や
ろ
う
か
」

と
、
用
の
中
か
ら
子
供
達
に
向
け
て

ビ
ュ
ー
ソ
、
ビ
ュ
ー
ツ
と
水
を
吹
き
か

け
ま
し
た
。
子
供
達
も
負
け
て
は
い
ま

せん。川
の
中
に
飛
び
込
み
、
子
河
童
を
つ

か
ま
え
、
川
岸
ま
で
引
き
上
げ
ま
し
た
。

「
河
童
は
陸
に
あ
が
る
と
弱
い
。
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
と
お
り
で

す
。
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。

子
供
達
は
、
子
河
童
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
き

に
し
、
子
河
童
の
大
事
な
腕
が
、
今
に

も
祈
れ
そ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た。
子
河
童
は
、
ワ
ー
ン
、
ワ
ー
ン
と
泣

き
な
が
ら
　
「
も
う
悪
い
こ
と
は
せ
ん

け
、
ゆ
る
し
て
く
れ
。
」
と
、
な
ん
ど

も
た
の
ん
で
み
ま
し
た
が
、
子
供
達
は

な
か
な
か
許
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

ち
ょ
う
ど
そ
こ
に
、
畑
帰
り
の
お
じ

い
さ
ん
が
通
り
か
か
り
ま
し
た
。
「
こ

れ
こ
れ
、
も
う
そ
の
ぐ
ら
い
で
が
ん
へ

ん
し
て
や
っ
た
ら
ど
う
じ
ゃ
ね
。
」

あ
ま
り
に
も
か
わ
い
そ
う
な
の
で
子

供
達
の
手
か
ら
河
童
を
は
な
し
て
、
川

に
か
え
し
て
や
り
ま
し
た
。
予
油
壷
は

お
じ
い
さ
ん
に
な
ん
べ
ん
も
轍
を
ピ
ョ

コ
ピ
ヨ
コ
と
き
げ
な
が
ら
、
親
河
童
の

い
る
深
み
に
姿
を
消
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
何
日
か
た
っ
た
あ
る
日
の

こ
と
、
お
じ
い
さ
ん
が
同
じ
道
を
適
っ

て
い
る
と
、
用
の
巾
か
ら
、
こ
の
間
助

け
て
や
っ
た
子
河
出
と
親
河
帝
が
浮
き

上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

「
お
じ
い
さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
、
こ
の

間
は
、
子
河
童
を
助
け
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
子
河
萌
も
ー
几
気
に
な
り
ま
し

た
。
」
了
河
童
は
お
じ
い
さ
ん
に
右
腕

を
見
せ
ま
し
た
。

「
そ
れ
は
よ
が
っ
た
、
よ
が
っ
た
。
も

う
い
た
ず
ら
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
そ
。
」

「
あ
れ
か
ら
、
河
萌
の
病
院
で
、
そ
つ

こ
い
と
い
う
薬
を
つ
け
て
も
ら
い
、
お

か
げ
で
ど
う
に
か
元
の
よ
う
な
腕
に
な

り
ま
し
た
。
」

昔
か
ら
、
河
竜
は
強
い
右
腕
を
良
く

の
ば
し
て
魚
を
採
っ
た
り
、
い
た
ず
ら

子
供
の
尻
を
ぬ
く
、
と
い
っ
て
、
右
腕

は
と
て
も
大
切
な
も
の
で
し
た
。

「
こ
れ
は
助
け
て
い
た
だ
い
た
お
礼
で

す
。
」
と
い
っ
て
、
そ
ら
豆
の
種
を
差

し
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
じ
い
さ

ん
が
そ
の
種
を
畑
に
ま
く
と
、
そ
れ
は

そ
れ
は
沢
用
の
そ
ら
豆
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
そ
ら
豆
を
も
っ
て
お
じ
い
さ

ん
は
村
の
人
達
に
配
っ
て
回
り
ま
し

た。
「
こ
れ
は
T
圃
川
の
河
塵
に
も
ら
っ
た

そ
ら
U
で
す
た
い
。
も
う
悪
さ
は
せ
ん

と
い
う
と
り
ま
す
け
ん
ど
う
ぞ
河
童
を

か
わ
い
が
っ
て
つ
か
っ
さ
い
。
」
と
、

あ
や
ま
っ
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

千
圃
川
の
河
厳
は
そ
れ
か
ら
二
度
と

悪
さ
は
し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
お
諸
に
で
て
く
る
千
間
用
と
い

う
の
は
、
い
ま
の
西
川
の
こ
と
で
す
。

一
国
園
閣
圏

園
田
閉
園
園

町
行
く
人
の
服
装
も
、
明
る
く
白
っ

ぽ
く
な
っ
て
く
る
時
期
で
す
。
し
か
し
、

五
月
に
は
昼
間
と
夜
間
の
気
温
差
が
大

き
く
な
る
R
が
よ
く
あ
る
の
で
、
注
意

が
い
り
ま
す
。

春
秋
は
移
動
性
高
気
圧
、
気
圧
の
谷

が
交
互
に
や
っ
て
き
て
天
気
は
目
ま
ぐ

る
し
く
変
わ
り
、
日
々
の
寒
暖
差
、
昼

と
夜
の
気
温
差
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

と
く
に
春
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
、
移

動
性
高
気
圧
に
攫
わ
れ
た
と
き
、
昼
間

は
汗
ば
む
ほ
ど
な
の
に
、
夜
に
な
る
と

急
に
気
温
の
下
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
よ
く
晴
れ
た
日
の
外
出
は
、
い
く

ら
暖
か
く
て
も
帰
り
が
遅
く
な
る
よ
う

な
ら
、
も
う
一
枚
服
を
持
っ
て
出
た
ほ

う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

寝
具
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え

ま
す
。
一
役
に
、
気
持
ち
よ
く
眠
る
た

め
の
寝
具
内
の
温
度
は
、
二
十
七
～
八

度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
昼
間
の
暖

か
さ
に
つ
ら
れ
て
寝
具
を
薄
く
す
る

と
、
夜
間
に
気
温
が
下
が
っ
た
と
き
、

寝
具
内
の
温
度
も
適
温
ま
で
上
が
ら

ず
、
風
邪
ひ
さ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

と
い
っ
て
、
冬
に
使
っ
て
い
た
厚
い
寝

具
だ
と
、
寝
具
内
の
気
温
が
上
が
り
過

ぎ
、
寝
苦
し
く
な
り
ま
す
。
薄
い
寝
具

と
毛
布
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
を
考
え

て
、
気
温
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
て

く
だ
さ
い
。


